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日本の

.労働組合運動は

1
較的長い歴史をもっ

V

い
^.
し
か
し
な
が 

ら
そ
の
歴
史
は
、き
び
し
い
弾
圧
と
圧
制
の
歴
史
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
.た
と 

え
ば
西
ョ
I 
ロ
ッ
。ハ
諸
国
の
労
働
組
合
運
動
に
見
ら
れ
た
よ
ぅ
に
、
労
働
者
の 

団
結
が
彼
等
の
当
然
の
権
利
ど
し
て
闘
い
と
ら
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ 

た
。
も

ち

ろ

ん

、
明
治
三
〇
年
前
後
が
ら
、
労
雛
組
合
は
出
現
し
本
袼
的
な
労 

働
運
動
は
は
じ
ま
った
の

だ

が

、

国
家
権
力
に
よ
る
は
げ
し
い
圧
力
に
'
よ
っ 

.て
、
そ
の
勢
力
の
伸
長
は
た
え
ず
阻
止
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
阻 

治
三
〇
年
2

.
八

九七
年)

前
後
の
い
わ
ゆ
る
黎
明
期
の
労
働'運
動
は
、
し
ば 

し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、.—
1
組
合
な
し
に
蓮
動
が
行
わ
れ
た
吣
め

」

，
で
あ
つ

八
一
一(

八
五

〇

)

飯

v

へ

田

：
' 

鼎
 

、
ゝ
鈴
へ
木

.

'
I f1

.た
。
統
計
に
ょ
れ
ば
、

一
.八
九
七
年
か
ら
第J

次
世
界
大
戦
中
の
一
九

一

六
年 

ま
で
の
毎
年
の
ス
，ト
ラ
ィ
キ
件
数
は
、

つ
ぎ
に
あ
げ
る
第

r

表

の

と

.
お

り

で

あ 

る
。

* 

- 

•

し
か
し
な
が
ら
日
本
の.労
働
組
合
運
動
が
、
そ
の
揺
籃
期
を
脱
し
て
本
格
的 

な
活
動
の
時
期
に
入
つ
た
の
は
、
第

「

次
世
界
大
戦
以
後
のこ
と
で
あ
っ
た
。

年

次

スキ
ト件
ラ数 
ィ

参働 
加者 
労数

1897
1898
1899
1900
1901
1902 
1908 
1904
i»UO
1906
1907
1908
1909
1910
1911
1912
1913
1914
1915
1916

, 3 2  
43 
15

18
8
9
6

19
13
57
13
11
10
22
49 
.47
50 
64

108

3,517
6,293
4,284
2,316
1,948
1,849
1,359

879
5,018
2,037
9,855

822
310

2,937
2,100
5,736
5,242
7,904
7,852
8,413

第
一
次
大
戦
後
、
民
主
主
義
思
想
が
知
識
人
の
間
に
大
き
な
反
響
を
ょ
び
お
こ 

し
、
こ
れ
と
と
も
に'社
会
主
義
思
想
が
は
な
ば
な
し
く
喧S
さ
れ
る
に
至
つ

第 ；三 表

年

狹

争
..議 
件 

.数

同に争 
盟至議 
罷っ件 
業た数

参 
力n

組

数

組 
合 - 
員 
数

1925 816 293 40,742 490 234,000

1926 1,260 495 67,234 488 284,739

1927 1,202 383 46,672 505 309,493

1928 1,022 393 48,33? 501 308,900

1929 1,420 576 77,440 630 830,985

1930 2,290 907 81,862 ___ ...»■ ■ ■_

1931 2,456 998 64,536 818 368,975

1932 2,217 893 54,783 932 877,625

19BB 1,897 610 49,423 942 384,277

1934 1,905 626 49,536 965 387,964

1935 1,872 590 . 37,734 993 408,662

1936 1,975 547 30,900 973 420,589

1937 2,126 628 123,730 837 359/290

第 二 表

年

次

1
罷
業

参
加
人

員

組

数

1914 50 7,904 49
1915 64 7,852 53
1916 108 8,412 66
1917 398 57,809 80
1918 417 66,457 91
1919 497 68,137 162
1920 282 36,371 273
1921 246 58,225 300
1922 250 * 41,503 387
1923 270 36,259 432
1924 333 54,526 447
1925 293 40,742 490

る
労
働
者
の
生
活
条
件
の
悪
化
は
、
い
ょ
い
ょ
労
働
者
の
組
織
率
を
た
か
め
、 

争
議
件
数
も
増
大
し
た
。

一
れ
一
.一
八
，

日
本
资
働
組
合
評
證
は
そ
の
左
翼 

的
戦
^
的
性
格
を
理
由
に
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
M

,

日
本
霜
組
合
全 

国
讓
会
の
名
の
も
と
に
非
合
法
：の
'活
動
に
入
り
、
ま
允
総
同
盟
は
一
九
二
六 

年
ニ
度
目
の
分
裂.を
^
:
い
ド
^
第
.に
右
霖
备
彩
を
強
め
る
に
至
っ
た
。
そ 

し
て
こ
の
.両
奢
と
は
別
に
中
間
派
的
か
日
本
労
働
組
合
同
盟
が
組
織
さ
れ
た
。 

こ
ぅ
し
て
、
左
派
、::
中
間
派
、.-
.
.右
派
に
分
裂
し
な
が
ら
も
、
®

組
合
運
動
は 

発
隄
し
て
ぃ
っ
た
。.：
つ
ぎ
の
統
計
，，

(

第
.三
.表)

，
は
、

一.九
ニ
五
年
か
ら
一
九
三

，七
年
ま
.で
、
世
界
大
恐
慌
を
：へ
て
満
洲
事
変
^
ら
に
中
日
戦
争
に
い
た
る
労
働 

運
動
の
推
移
を
示
し
て
、い
る
。
：こ
.

-
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
日
本
資
本
主
義 

,

. 

. 

. 

:

.

'

八

三

，

(

八
五
.一)

.

た
。
と
く
に
一
九
■一

 

七
年
の
ロ 

'ゾ

ャ

革
命
、
翌
ー
九
ー
入
年
の
米
騷
動
な
ど
は 

当
時
の
社
会
に
大
き
な
衝
擊
を
あ
た
え
、
そ
れ
と
と
も
に
労
働
組
合
運
動
も
い 

ち
じ
る
し
い
晶
揚
を
示
し
た
。

.

つ
ぎ
の
.表
攸
、
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
の
年
で 

あ
る
一
九
一
四
年(

大
正
.三
年)

か
.ら
次
第
に
弾
圧
が
強
化
さ
れ
る
に
至
っ
た 

'一
九
二
五
年(

大
正
.一
四
.年)

ま
で
の
統
針
で
あ
る
。
：

こ
め
統
計
.か
ら
明
ら
か
な
ょ
ぅ
に
、
第
、一
次
大
霍
の
一
九
一
八
年
と
.1

九 

i

九
年
は
、.
労
働
紙
合
運
動
が
飛
躍
的
に
発
展
し
た
時
湖
で
あ
り
、
そ
の
参
加 

人
員
は
、
'：わ
ず
か
に
六
万
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
労
働
者
階
級
の
組 

織
的
1

が
き
び
し
く
と
り
し
ま
ら
れ
て'い
た
時
代
であ
っ

た
こ
'と
を
考
え
る 

と
き
、.
と
も
か
く
も
大
き
な
前
進
：弋
あ
，ク
た
'.
9

.
し
が
し
.
.

1

九ニ五年、当
連
動
の
中
核

.で
：あ
っ
た
日
本
労
働
総
同
盟 

.
が
分
裂
し
、
：三
五
紙
合
、
組
备
員
一
万
三
牛
名
を
有
す
る
総
！

m

と(

ょ
り
左 

.翼
的
な
主
と
し
て
共
産
主
義
の
影
響
の
も
と
.に
結
成
さ
れ
た
日
本i

M

ム
ロ
# 

議
会
は
、
三
、一
ー
組
合
，
組
合
員
ー
方
1
1千
五
百
名
を
擁
じ
て
、
労
働
戦
線
は1ー
 

つ
に
分
裂
し
た
。：
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
^
る
べ
き
世
界
大
恐
慌
を
想
わ
せ

:

.本
邦
経
済
資
料
解
説㈣

. 
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第
t m
圖
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灘 55,975 

Z3223,262

あ
.
る
と
同
時
に
、
- T

メ
リ
力
の
日
本
労
働
蓮
動
に
'た
い
す
る1 

•

パ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
反
動
的
色
彩
を
明
瞭
に
し
た)

を

峙 政

^ 策  
と が  
し 、 
て レ

'  .ヴ

組 ド

こ
.の
表
に
お
い
て
注
目
す
べ̂
!
実
は
、
昭
和
ニ1

一
年
以
来#'
速

に

膨

脹

を
 

つ
づ
け
ズ
き
た
日
本.の
労
働
組
合
は
、一

九
五
〇
年(

朝
鮮
動
乱
勃
発
の
年
で

る

主 要 団 体

1954年 6 月 末 1如5年 6 月 末

組 合 員 数 % 組 合 員 数 %

合  ill' 6,075,746 100% 6,285.878 100%
日 本 労 働 組 食 総 評 議 会 3,003,127 49.4% 3,093,513 49.2%

ヾ 金 白 ..:本 勞 ■ 働 組 合 会 議 595,091 9.8% 624,251 9.9%
日 本 労 : 働 粗 合 総 同 盟 221,581 3,6% ,237,432 3.8^
全 国 産 業 別

' .労 働 組 合 述 合 :,

40,951 0.7% 34,361 0.5%

全 白 本 産 業 別 .

- 労 働 粗 合 会 議

18,142 0.2% 11,540 0.2%

以 上 ら 組 合 に 加 入 し な  

い 全 围 組 合

948,733 15.5% 969,493 15.4%

そ の 他 の ： 組 合 1,501,980 24.7% 1,572,738 25.0%

ニ つ 以 上 の 全 国 組 合 Iこ 所 屈 し て い る 璩 合 は 組  

合 員 数 を そ れ ぞ れ 集 言 ト し て あ る の で 合 計 檷 の  

数 字 と 一 致 し な い 。

五
表
は
、

.一
九
四
七
年
か
ら
ー
九
五
五
年
に
い
た
る
組
合
数
と
組
合
員
数
で
ぁ

本
邦
M
济
资
料
解
説

H

織
率
の
点
で
次
第.に
低
下
し
て
き
て.い
っ
た
事
実
で
あ
ろ
ぅ。

.

つ
ぎ
に
産
業
別
に
組
織
労
働
者
の
分
布
を
、
一
九
五
五
年
に

.つ
い
て
み
る
と
、 

製
造
業
.一
九
三
万
七
千
人(

組
織
労
働
者
総
数
の
三
 

一
'.

一一ー％)

が
罾
も
多

く

、 

公
益
事
業
が
こ
れ
に
つ
づ
い
て
い
る
。
.
い
’ま
そ
の
主
な
も
の
を
第
一
因
に
あ
ら 

わ
し
て
み
よ
ラ
：

(

数

.^
は
、
大
原
社
会
問
題
研
究
所

「

日
本
労
働
年
鑀
.*

—1

九 

五
七
年
度
に
よ
る)

。

八
五
：(

八
五
三
V

年 別

1 合 1
組 合 員 数

- , 1

組 合 員 数  

の 対 前 年  

度 増 減 -

推 定  

餌 織 率

1947 29,323 5,692,179 2,011,162 45.3%
1948 38,926 6,677,427 985,348 53‘0%
1949 34,688 ■ 6,655,483 八 21,944 55.8*
1950 29,144 5,773,908 ^  881,575 46.2^
1951 27,644 5,686,774 ん  87,184 42.6 幺
1952 27,851 5,719,560 32,786 40,3%
1953 30,129 5,842,678 123,118 40.9%
1954 31,458 5,986,168 143,490 39.6%
1955 32,012 6,185,348 199,180 39,5^

—■I ■<

本労働年鑑.
に

:

■•
'

0
本
の
雁
史
上
、
未
曾
有

q

敗
戦
は
、
支i

級
を
支
え
て
い
た
既
存
の
体 

制
.を
吹
き
^
ば
し
、
世
界
の
新
し
：い
状
勢.に
目
ざ
め
.た
大
衆
の
間
に
は
労
働
組 

合
、運
動
が
ぐ
ん
：ぐ
ん
と
の
び
て
い
つ
た
。
す
な
.わ
ち
一
九
四
五
年
末
ま
で
に
、

■#

議

件

数11 

五

六

、

参

加 

■

者

十

六 

.万

四

千

五

百 

八

十

五

人

と 

激

増

七

た。. 

そ
し
て
や
が
..

て
：
、
.
靈

組

合
が
合
法
的 

な

地

位

を

獲 

得
す
る
や
、 

組

合

員

数

は

前
と
は
.お
ょ
そ
比
較
.に
な
ら
ぬ
.い
き
お
い
で
増
加
し
て
い
つ'た
。
.上
掲
の
第

辕 洱 、表

本表は大原社会問題研究所「日:̂  
所収の労働省「労働組合調查報 
表中A 印は減少をあらわす。

:が
戦

時

篇

に

突

入

し

た

>
九
三

.セ
萍

、
：争

雜

数

が

か

な

：り

多

か

タ

た

&

と 

で
あ

.る
。

.つ
ぎ

に

：
わ

れ

お

れ

は

：
、
，
戦

#
中

か

ら

敗

戦

.に
い

た

る

^

で

の

货

働

齓 

合

靈

0
推
移
に
つ
：い
て
考̂

.]
:'
ぅ
。
？」

ィ

，：'
シ

.ン
；

. .
•■
:
:-;
,

.
:

¥

.•1
::

九
三
七
年
、
'
日
 

日
本
資
本
生
義
を
完
全
：に 

軍
需
化
の
.方
向
；へ
転
換
せ
し
，，め
た
。
：平
和
産
_

は

国

民

：
の

犠

牲

に

：
お

い

，
：
て

_
^
 

さ
れ
、
§

の
.'上

#-
に
と
も
な
ぅ
実
質
賃
金
の
低
下
と
長
時
間
労
働
.は
労
働
条
‘
 

件
を
悪
化
さ
せ
、
ハ

蕩

者

の

震

災

害

は

激

増
.し
：た

.°
政
府
お
ょ
び
簞
闕
は
、 

戦
争
の
全
面
化
：と̂

^

に
：
と

も

な

：
っ
て
：、

.

.国
民
の
抵
抗
を
お
そ
れ
、f t
端
な 

弾
圧
政
策
に
狂
奔
す
：る

と.̂
も
に
、ゾ
戦
争
遂
行̂

た
：め
に
そ
の
協
力
が
不
可
欠 

な
^

^
®

級
を
し
.て
、.：戦
争
協
力
の.
.方
向
に
再
編
戒
し
な
け
れ
ば
な
：ら
な
か 

っ
た
。
す
な
.わ
ち
一
九
.四
0
年
、
：
日
宇
货
働
総
疆
は
解
散
せ
し
め
ら
れ
、
そ
.
 

の
代
り
め
、

ナ
チ
ス»

イ
ツ
の
'

「

労
靈
線
卜
に
な
が
ぺ
で
ノ
政
府
は
ど
こ 

に
大
日
本
産
業
報
国
会
を
設
立
し
た
。
：：そ
し
て
蕩
者
は
産
業
戦
士
の
名
の
も 

と
に
、
‘蕩

強

化

を

箭

さ

れ

、
い
や
し<-
-
も
争
議
行
為
や
怠
業
は
、
天
皇
に

た
.い
す
る
不
忠
と
し.て
.厳
重
/
 

:に
処
罰
さ
れ
た
：の
で
あ
る-.
0
 

し
が
し
な
が
ら
政
府
の
き
び 

し
い
統
制
と
圧
迫
に
も
か
か 

わ
ら
ず
、
.
労
働
者
の
抵
抗
が 

ま
-?
た
く
消
滅
し
た.と
い
.ぅ 

わ
け
で
は
な
か
：っ
た
。
'
第
四

表
は
、
そ
の
事
実
を
示
し'て
い
る
。

第 四 表

年

次

争

議

件

数

怠 つ 同  

業 た 盟  

と も 龍  

な の 業

参 ■ 
力 n  

人  

員

1939
1940
1941
1942
1943
1944

1,120
718
330
259

417
296

358
226
158
166
279
216

72,835
32,160
8,562
9,029

9,418
6,627

.

■.
.

. 

' 

八

四

(

八
五 
5

:,
.

以
上
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
太
平
洋
戦
1

刚
の
わ
が
国
に
お
け
る
労
働
運 

動
の
趨
勢
に
9

い
て
概
観
七
た
が
、:
つ
ぎ
に
戦
後
に
0

い

て

考

察
し
ょ
ぅ
。

■

: ,
*

以
上
.
に
掲
げ
た
：統
計
は
、
末
弘
厳
太
即「

日
本
労
働
組
合
運
動
史」

に
ょ 

る
も
の
で
^ '

る
。

..
 

:

:

V 

.



',
ま
た
労
働
組
合
の
主
要
な?1
'
合
団
体
に
.つ
い
て
、
范
四
年
六
月
拟
降
五
五
年.
 

六
月
ま
で
の
一
々
ヰP
に
お
け
る
組
織
状
況
を.
.み
る
に
、H

I

本
労
働
組
合
総 

評

繁

卜(
総
評)

■は
、
.三
七
団
体
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
# :
'下
組
合
員
数
.
 

ば
三
〇
九
万
四
千
认

(

総
組
合
員
数
の
！

I.

九
：•
£

%)

'
で
九
万
人
の
増
加
：と
な

■

.
 

.
っ
て
い
る
^ '
ま
た
全
日
本
労
働
姐
合
会
議

(

'全
労
会
議)

.は
？
総
同
盟
と
全
娥 

同
盟
、
海
員
、
全
映
演
おJ
び
日
駐
労
’に
よ
っV

構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
傘 

下
組
合
貴
数
は
六.ニ
万
四
千
人
'(
九 
>
.九
％)

，
で
あ
っ
た
。
そ
の
，ほ
か
全
国
産 

業
別
労
働
組
合
速
合C

新
漉
別)V
が
あ
る
が
、
い
ま
そ
の
組
織
状
況
を
表
に
示 

せ
-ば
前
出
第
.六
表
.の
と
お
り
で
あ
る

(

大
原
社
研「

日
本
労
働
年
鑑」

_

ー.九
五 

丑
.年
，に
よ
4)

。
：

つ
ぎ
に
日
本
の
労
働
組
合
運
動
に
と

っ

て

、

も
，マ
と
も
特
徴
的
な
事
実
の
い 

く
つ
か
を
あ
げ
る
な
ら
ば
“ヽ

組
合
が
企
業
別
に
組
織
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

つ 

ま
り
職
場
別
に
結
成
さ
れ
た
単
位
組
合
を
細
胞
と
し
て
組
織
さ
れ
て

い
る
と
い 

ぅ
こ
と
で
あ
る
。
戦
前
の
よ
ぅ
に
、
組
合
が
各
企
業
も
し
く
は
経
営
の
外
部
に 

あ
っ
て
、
そ
の
所
属
組
八
ロ
員
が
茭
部
を#
を
_
も
し
く
は
§

の
内
に
作
る
の 

で
は
な
く
、
各
職
場
毎
に
結
成
さ
れ
た
組
合
が
単
位
と
な
り
、
そ
れ
ら
が
連
合 

し
て
上
部
組
織
を
つ

〗

く
る
の
で
あ
る
,°
そ
の
.綠
课
と
し
て
、9

日
本
の
労
働
姐 

合
運
動
に
は
、
ク
ラ
フ
ト•
ユ
！一
オ
ン
の
食
統
が
な
かっ
た
。
畠
#
^
®
者
が 

そ
の
職
場
を
こ
え
て
各̂
ff
i
海
に
組
合
を
組
織
し
てい
る
欧
米
の
労
働
組
合
と 

は
ち
が
っ
た
大
き
な
特
徴
が
と
こ
に
見
ら
れ
る
。
い
い
か
.え
る
な
ら
ば
、
日
本 

の
労
働
組
合
は
、
同
一
の
職
種
の
労
働
者
が
自
己
の
階
級
的
利
害
関
係
か
ら
し

.
 

て
団
結
す
る
よ
り
は
、
た
だ
雇
用
関
係
を
同
じ
く
す
る
と

：

い
う

基
燦
の
も
と

：

八

六

(

八
五
四)

に
、
同
一
の
企
業
に
雇
わ
れ
て
い
る
と
い
.う
理
甶
で
職
種
の
ち
が
う
^
^
者
を 

も
無
差
別
に
ひ
と
つ.の
組
合
に
加
入
せ
し
め
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
畠
 ̂

は
、
日
本
の
労
働
組
合
の
特
殊
性
を
物
語
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
内
部
に
か
え 

.っ
て
脆
弱
性
が
ひ
そ
ん
で
：い^ '

こ
と
■を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
.こ
と
を
忘
れ
て 

は

-^
:
ら
な
.い
。
肖
第
三
の
特
徴
と
し
て
、
半
封
建
的
な
色
彩
が
色
こ
く
認
め
ら 

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
 

：

だ
.が
こ
の
.よ
う
な
_

的
な
弱
さ
に
も
か
か_わ
ら
ず
、
戦
後
に
お
け
る
日
本 

の
■

運
動
は
着
実
か
発
展.を
た
ど
っ
て
き
た
。M

組
合
の
連
合
団
体
と
し 

て
は
、.
周
知
の
よ
う
に
総
評
、.：全
勞
、
新
産
別
、
産
別
な
ど
が.あ
る
が
、
と
く 

に
総
評
と
全
労
会
議
は
労
働
蓮
動
の
勢
力
分
野
を
ニ
分
し
た
観
が
あ
り
、

ま
た 

こ
の
両
者
は
そ
の
綱
領
や_
勢
方
針
で
も
い
ち
じ
る
.し

い- ^

違
が
見
ら
れ
る0 

前
者
は
左
翼
的
戦_
的
で
、
い
わ
ゆ
る
社
会
民
主
主
義
左
派
の
立
場
をと
る
の 

に
反
し
、
後
者
は.い
ち
じ
る
し
く
保
守
的
で
あ
り
、

「

左
翼
労
働
組
合
主
義
に 

対
決
す
る」

と
呼
号
す
る
と
と
か
ら
も
、
と
も
す
れ
ば
右
翼
的

反
動
的
な
方 

に
ひ
き
ず
ら
れ
る
感
が
あ
る
。
で
は
最
後
に
、
労
働
組
合
蓮
動
の
現
狀
へ
一

九 

.

五
五
年
六
月
末
の
調
査
に.よ
る)

を
、
各
組
合
の
所
属
固
体
別
に
対
比
し
て
み 

:

よ
う
.(

第
ゼ
表
参
照
、.
犬
原
，社

研「

日
本
労
働
年
鑑」

一
九
五
五
年
に
よ
る

)

。
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八
八

八
五

こ
の
ょ
ぅ
に
生
産
面
や
分
配
面
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
推
計
す
る
の
が
昔
の 

方
法
で
あ
？
た
が
、
生

摩•
分

配
•
消
費
の
三
つ
の
側
面
か
ら
捉
え
て
、
相
互 

.

.の
交
流
を
観
察
し
つ
つ
芷
確
な
推
計
を
期
し
て
い
る
の
が
、
現
在
の
方
法
で
あ 

る
。
第1
表
は
経
済
企
画
庁
の
国
玲
所
得
バ
ラ
ン
ス
表
で
あ

る

が

、
■㈠
の
分

配

 

.
国
民
所
得
の
表
は
所
得
の
湩
類
か
ら
見
た
分
類
で
あ
る
。

勤
労
所
得
と
は
賃 

金
、
：給
料
等
の.総
計
で
、
税
を
差
引
く
以
前
の
額
で
ん
る
。
こ
れ
に
は
毎
月
き

'■
'
ぐ
テ
：夕
'ス
'
ト
.第

千章
：：

_

民
所
得)

.べ 

'

' 

.■
■
.

■',
 

'
.
■■

■': 

:
.ン 
v

,-
.v:..
' 

.'■
;■
;

';■

わ
が
国
の
国
民
所
獲
計
の
歴
粜
は.か
%

り

古
)<
.明
治
维
代
：に̂

で
.遡
る
こ 

と
が
セ
ぎ
る
尸
そ
の
代
表
的
众
も
の
は
土
方
成
美
博
士
の
推
計
と
内
霞
化
爵
へ 

,

の
推
計
で
あ
る
。
：土
方
博
士
の.方
法
は
生
産
面.か
ら
国
民
所
得
を
推
計
し
ょ
ぅ

〉 

と
す
る
も
の
で
？
大
芷
八
丨
昭
和_五
年
の
間
の
各
年
度
に
つ
い
て
:は
各
種
生
辑 

統
計
の
面
か
ら
直
讓
計
を
行
い
、
：
つ
い
で
麓
指
数
や
生
藤
指
数
を
用
.い 

て
、
'明
治
三
.三
年
に
ま
で
遡
っ
て
推
計
し
次
も0>
.で
ん
る
。.
又
、
内
閣
統
計
局 

の
推
計
は
、
大
芷
十
四
年
に
分
配
面
か
ら
の
推
計
法
.で
税
臟
計
や
賃
金
統
計 

を
利
用
し
て
嵩
人
の
所
得
を
調
べ、
'こ
.

れ
也
免
税
点
以
上
の
可
課
税
所
得
と 

.
免
税
点
以
下
の
非
課
税
所
得
と
に
分
け
、
両
者
の
比
率
を
求
め
た
。
へ
直
接
に
調 

査
を
行
れ
な
い
年
に
つ
い
て
せ
免
税
点
以
上
の
所
得
を
税
i

計
に
づ
い
て
却 

る
以
外
に
方
法
が
な
い
の
で
、
と
の
免
税
点
以
上
め
所
得
統
！̂

に
前
述
の
大
芷 

十
四
年
に
お
.け
る
比
率
を
乗
じ
て
累
年
の
国
民
所
得
を
推
計
し
、

'.
',明
治
三
十 

年
ま
で
遡
-?
た
。
とU

ろ
が
こ
の
一
一
つ
の
推
計
を
比
較
す
る
と
第
一
図
の
ょ
ぅ 

に
.な
り
、
大
体
の
傾
向
と
し
て
年
.々の
所
得
が
増
加
し
て
い
る&
と
；は
似
が
ょ 

っ
て
い
る
と
し
て
も
、.個
々
の
年
度
の
値
を
比
べ
て
み
る
と
か
な
Q

の
開
き
が
.
 

あ
る
。
と
九
は
ニ
つ
の
推
計
法
に
そ
れ
ぞ
れ
欠
点
が
あ
る
た
め

.で
-
統
計
局
推 

計
の
恙
礎
と
な
っ
て
い
る
可
課
税
激
得
と
非
課
税
所
得
の
比
率
は
、
好
景
気
、 

不
景
気
の
員®

に
お
い
て
変
動
す
る
も
の.で
あ
る
の
に
、
：大
正
十
四
年
の
比
率-
 

で 1

賞
し
て
推
計
し
た
点
に
無
理
が
あ
る
し
、
土
方
博
士
の
推
計
も
指
数
の
使 

い
方
に
問
題
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
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年 度 i  “ 所1 丨物価指■ ^ 質  
司民所得

総人口丨楚W r得 s功労所得|事業所得 その他

、昭和 5
十億闪

11.7 0.96 12.2
万人

6387
W

191
%

42.3 29.0 28.7

6 10.5 0.84 12.5 6487 193 42.7- 32.5 24.8

7 11.3 0.88 12.8 6589 195 40.3 38.4 26.3

B 12.4 . 0 . 9 5 13.1 6688 195 38.8 34.9 26.3

9 13.1 0.96 13.6 6769 202 40.3 31.2 28.5

10 14.4 1.01 X4.3 6866 208 38.1 31.1 30.8

、 11 15.5 1,05 14,8 6959 .212 38.4 31.7 29.9

12 18.6 1.15 16.2 7004 281 36.6 29.3 34.1

13 20.0 1.26 15.9 705B 225 39.2 30.4 30,4

14 25.4 1.51 16.8 7085 288 37.9 34.0 28.1

15 31.0 1.98 16.1 7140 220 36.6 33.7 29.7 r

16 35.8 2.14 16.7 7160 . 234 38.6 31.8 29.6

21 360.9 43.5 8.3 7583 110 30.8 65.2 4.0

22 968.0 109.9 8.8 7798 113 ,32,6 66.1 1,7

23 1961.6 190,9 10.3 7993 129 42.2 • 55.6 2.8

24 2737.3 230.3 11.9 8171 145 41.8 48.8 9.4

25 3361.0 239.1 14ユ 8317 169 42.4 45.0 12.6

26 4535.3 290.1 15.6 8455 185 43.3 42.6 14.1

27 5282.4 293.4 18.0 8579 210 47.2 42.1 10.7

28 5858.1 305.5 19.2 8668 221 47.7 39.6 12.7

29 6148.0 313.8 19.6 8793 223 48.5 40.2 11,3

30 6574.5 310.4 21.2 8903 丨 238 47.7 丨 40.5 11.8

^(28年以降は麿年）

本

邦

経

済

資

料

解

説

㈣

増
し
て
ニ
十
九
年
に
は
四
八•
五
％

に
嵐
し
た
が
、
個 

.

.人
業
主
所
得
は
逆
に
一
一
ナ
ー
年
の
六
五
，

一

 
％
か
ら
漸 

.
減
し
：て
ニ
十
八
年
に
は
三
九'
六
％
ど
な
っ
た
。
法
人 

所
得
は
二
十
一
年
の' 
一
' 
一
％
か
_ら
ニ
十
六
年
の
一
〇 

.

.

.
:
•

.九
^
ま
で
急
上
昇
し
た
が
そ
れ
奴
後
は
や
や
減
少
し 

.て
：い
る
。
'個
人
賃
貸
料
所
得
や
個
人
利
子
所
得
は
農
地 

改
革
や
経
済
統
制’の
影
響
を
最
も
強
く
受
け
た
結
果
、 

戦
後
一
貫
し
て
伸
び
悩
み
薩
に
あ
り
、
わ
ず
か
に

1  

丄
 

一％

の
比
重
を
占
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

(

も
っ 

.
と
も
こ
の
数̂

は
正
確
に
捉
え
が
た
い
点
が
多
く
、
か 

.
な
り
多
額
の
ャ
ミ
所
得
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
想
像
さ
れ 

.

る
。)

官
公
事
業
は
昭
和
二
十
一
年
丨
.ニ
十
三
年
ま
で 

は
赤
字
で
あ
っ
た
が
、
一
一
十
四
年
以
降
黑
宇
に
転
じ 

た
。
ま
た
海
外
か
ら
の
純
所
得
は
殆
ん
ど
と
る
に
足
ら 

ぬ
も
の
と
な
っ
て
い
る。

.

.
国
民
経
済
的
に
見
た
生
産
総
額
が
直
ち
に
分
配
国
民 

,

所
得
と
な
'る
わ
け
で
は
な
い
。
生
産
物
の
中
か
ら
事
業 

.
税
を
羞
し
引
い
た
分
だ
け
が
分
酚
の
対
象
と
な
る
。
反 

対
に
海
運
業
や
航
空
事
業
の
ょ
ぅ
に
政
府
か
ら
i

金 

.
を
貰
っ
て
い
る
場
合'̂
は
、
そ
の
産
業
で
生
み
出
さ
れ 

た
所
得
以
上
の
金
觀
を
、
賃

金

や

に

分

け

る

こ

と 

■
C
が
で
き
る
：の
で.、事
業
税
と
は
逆
の
計
算
に
な
る
。
又
、 

. 

九

一

(

八
五
九)

ま
っ
て
支
給
する
賃
金
以
外
に
臨
時
め
給
与
、
賞
与
、
'
現
_

与
等
を
含
ん
で.
.
 

'ぃ
る

0

と
の
項
目
に
は
常
傭
の
贫
働
者
の
所
得
だ
け
で
な
く
、
日
傭
労
務
者
の 

賃
金
等
も
含
ま
れ
て
い
る
。
次
に
個
人
業
主
所
得
^
は
値
人
が
企
業
の
主
体
と 

な
り
、'.
家
族
や
篇
者
の
露
を
使
っ
て
企
業
を
運
営
し
て
得
た
所
得
で
あ
る

.
 

,
が
、：
そ
の
実
質
は,^
業
と
し
て
の
麗
と
、.自
已
及
び
家
族
の
労
働
に̂
す
る
'
 

勤
労
所
得
と
のf

1
.

で
あ
る
。
農
家
や
小
売
店
の
：所
得
等
は
大
部
分
こ
の
-
 

中
に
含
ま
れ
る
。
第
三
に
個
人
賃
貸
料
所
得
と
は
個
人
が
所
有
す
る
不
動
産
の

■
 

賃
貸
か
ら
生
ず
る
所
得
で.あ
る
が
、
不
動
遊
の
賃
貸
を
本
業
と
す
る
人
々
.の
所
、 

得
は
個
人
業
主
所
得
の
中
に
含.±
れ
る
か
ら
こ
と
、に
は
含
ま
れ
な
い
。
艾
個
人 

業
主
自
身
が
所
有
し
使
用
す
る
営
業
用
土
地
、
家
屋
か
ら
発
生
す
る
所
得
も
個 

,
人
業
主
哪
得
の
一
部
と--
^
做
さ
れ
る
が
、

：

他
の
個
-A
が
所
^ '
す
る
財
産
を
個
人'  

業
主
に
賃
貸
し
て
得
た
所
得
は
個
人
賃
貸
秣
所
得
の
中
に
計
上
さ
：れ
る
。
第
四 

に
個
人
利
子
所
得
と.は
、
個
人
の
金
融
醫
に
缚
す
る
預
金
や
有
価
証
券
に
対
：
 

す
る
投
資
か
'ら
得
ら
れ
石
利
子
と
、
個
人
の
預
金
者
が
そ
の
預
金
の
管
理
運
电

.
 

に
#

っ
て
金
融
^

^
か
ら
.受
け
取
る
と
見
做
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
と
、
生
命
保
険 

会
社
の
投
資
収
入
と
の
総
和
で
あ
る
。

.：

第

五
.に

法

人

所

得

と

は

、

個

入

の

場

.合

と

同

様

に

.税

金

を

差

引

く

前

の

法

人 

の

所

得

で

、

重

裳

員

与

を

含

む

個

人

.配

当

と

法

人

留

保

.：

(

法

人

の

未

配

当

利

潤 

で
各
種
の
稹
立
金
等
を
指
す
。)

と
の
和
で
あ
る
。
と
こ
で
間
題
と
な
る
こ
と 

は
§

に
は
資
産
の
苒
評
価
が
十
！̂
に
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
員
員

M
0 

の
見
積
り
が
不
当
に
低
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
点
を
調
.
 

整
す
る
た
め
に
、
実
際
に
は
企
業
の
機
密
•費
や
交
際
費
等
、
本
来
は
消
費
と
し
'
.

九
0

(

八
五
八)

. 

'
'■
...
 

.
 

■

て
計
上
さ
.る
べ
き
も
.の
が
、
所
得
を
得
る
た
め
：の
必
要
経
費
之
し
て
法
入
所
得 

.

の
中
忆
含
ま
れ.て
い
な
い
の
で
、
現
実
の
法
人
所
得
額
は
一
見
し
て
感
じ
ら
れ 

.
る
ほ
ど
の
過
大
評
価
に
は
な
っ
て
い
な
い
あ
け
で
あ
る
。
第
六
：に
官
公
事
業
剰 

余
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
政
府
の
受
け
る
純
賃
貸
料
及
び
純
利
子
収
入
を
指
す
。 

第

七

に「

海
外
か
ら
の
純
所
得

」

と
は
、
わ
が
国
の
居
住
者
が
海
外
か
ら
受
け 

取
っ
た
所
得
か
ら
、
海
外
へ.支
払
っ
た
所
得
を
差
し
引
い
た
差
額
で
あ
る
0
 

.

推
計
方
法
は
右
の.ょ
ぅ
で
あ
る
が
、
昭
和
五I
七
年
Q

I

期
に
は
勤
労
所 

得
は
か
な
り
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
た
が
、
そ
の
^

^

し
、
個
人
業
主1 

.

.

.
得

は

五

年

で

は

一

一

：
九

.
〇
％
の
割
合
に
あ
り
、
..そ
の
後
八
年
ま
で
漸
増
し
ヒ 

:

が
、
九
年
：̂
降
は
.伸
び
悩
み
禀
し
て
い
る

(

第

二

靡

照)

。
勤
労
所
得
と
固 

人
所
得
の
ロ
計
は
国
民
所
得
全
体
の
八
割
前
後
を
示
し
、
こ
の
一
一
大
構
成
要
目 

はI

方
が
膨
脹
す
れ
ば
、
他
方
は
相
辩
的
ね
寥
す
る
と
い
っ
た
傾
向
を
示
し 

て
い
る
。
ヌ
、
個
人
賃
貸
料
所
得
を
見
る
と
、
昭
和
五
年
奴
降
そ
の
割
合
は
漸 

.
減
し
て
い
る
0

こ
れ
は
小
作
料
、
地
代
、
家■賃
等
が
他
の
所
得
ほ
ど
に
は̂
⑽ 

し
な
か
っ
た
た
め
で
特
に
戦
時
中
は
経
洛
M

制
に
ょ
っ
て
低
く
抑
え
ら
れ
て
い 

た
0
.こ
れ
に
反
し
て
法
人
所
得
は
昭
和
五
：年
以
後
®

の
一
途
を
迎
っ
て
い
る 

が
、
こ
れ
は
商H

署
中
心
と
す
る
法
人
企
業
の
契
を
反
映
し
た
も
の
で
あ 

る

.0
官
公
事
業
は
そ
の
公
共
的
性
格
が
ら
そ
の
構
成
比
は
も
と
も
と
低
く
、
令 

り
い
ち
じ
.る
し
い
変
化
を
見
せ
て
い
な
い
。
最
後
に
海
外
か
ら
の
純
所
得
は
五 

年
か
ら
十
年
ま
で
は
赤
字
で
あ
っ
た
が
、
十
ー
年
战
降
黒
宇
に
転
じ
た
の
は
、 

満
洲
か
ら
の
所
得
の
添
入
が
あ.っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る。
.

戦
後
に
：つ
い
て
見
る
と
、
勤
赞
所
得
は
二
十
一
年
度
の
ー

§

 
•

八
％
か
ら
1 [



笋 三 表
t~ nTnirwii _ i_ — _n ■ _ i ，_____ ,____

友 出 収 . 入

賃 金 600fg 売 上 1100 円
利 潤 450 補助金： 50
間接税 100

1150B 1150 円

生
産
物
め
中
め1.

部
は
、：

そ
9
生
産
の
た
め
に
馓
耗
さ
れ
た
機
械
醫
や
建
物
'
 

な
ど
の
補
塡
に
宛
て
ら
れ
る.か
ら
こ
れ
も
分
配
の
対
象
ど
は
な
ら
な
い
。
と
：れ.
 

が

「

資

本

減

耗

編

て」

：
で
あ
る
。-'
:か

く

し

て

謹

上

は

国

民

総

生

産

費

か-
 

.
ら
ノ
資
本
の
減
耗
則
当
て
と
事
震
を
差
し
引
き
、
補
助
金
を
加
え
た
も
の
が 

分
配
国
民
所
得
ど
な
る.わ
け
で
あ
石
が
、
一
実
際
に
は
原
料
を
購
入
.

し

た

と

ぎ
.

1

3
 

. 

1

.

3か
ら
生
產
物
か
生
み
出
さ
れ
る
と
き
ま
で
の 

一

入
10
0

50
50
間
に
価
格
体
系
の
変
動
が
起̂
の
で
正
確
に
，

.

1

1

は
上
述
の
よ
ぅ
な
計
算
に
な
ら
な
い
。
こ
れ

.
上

金

：：

が

「

統
計
上
の
誤
差」

と
呼
ば
れ
る
部
分
で，
 

収
.
.
.
.
.
助
 

あ
る
。

三売補一

•
 

'

.
ニ 

I

 

^

 

^
—.
.
I.~

~

I

と

こ

ゐ

で

右

の

よ

ぅ

に

し

て

生

み

出

さ

れ
 

第

.

出

.

0 0
5 0
<

00
一
：

§

た

国

民

所

得

は

1

結

局

に

お

い

て

消

費

叉

は

：

, 

j

 

. 

1

醫

さ

れ

る

。
.
：
生

産

国

民

所

得

を

計

算

す

る

.

.

.

.•

金
.潤

税

へ

.

際
に
は
、-財
貨
や
サ
丨
ビ
ー
ス
の
.価
値
を
評
価 

賃

利

隱

-す
る
に
は
、
原
則
と
し.て

そ

の

生

産

費

..で

評 

'

価
し
て
い
る
の
に
対
し
、
国
民
総
支
出
の
計
-
 

算
に
当
っ
て
は
、
 

市
場
で
販
売
さ
れ
る
際
の. 市
場
価
格(

事
業
税
等
を
含
ん
だ

)

に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
。
あ
る
法
人
が

一,

千
円
の
価
値
の
あ
る
生
産
物
を
生
産 

し
、
こ
れ
に
間̂

^
百
円
を
込
め
て
売
上
げ
、
.
.政
府
か
ら
補
助
金
五0
円

を

辱；

て
売
上
げ
た
と
す
れ
ば
、
損
益
計
算
書
は
第
囊
の
よ
ぅ
に
な
る
。
そ
し
て
国 

民
総
吏
出
は
国
民
総
生
産
に
対̂
す
べ
き
も
の
で
、
資
本
の
減
耗
引
当
て
を
含
：
 

む(

と
言
う
の
は
こ
の
部
分
を
含
ん
だ
市
場
^
^
で
生
産
物
を

売

ら

な

け

れ

ば

、
，

.

.
設
備
の
補
売
を
す
べ
き
資
金
が
回
収
で
き
な
：い
が
ら
で
あ
る

0)

支
出
を
行
う
主 

.

.体
は
、':
個
人(

家
計)

、
' 企
業
、
政
府
、.
.海
外
の
財
貨
や
サー

ビx

購
入
等
で
あ 

'
.
る
か
ら
、
国
民
総
支
出
の
内
容
は
個
人
滔
費
.支
出
、
.国
内
民
間
資
本
形
成
、
政 

府

の

財

貨

や

サ

—

ビ

ス

購

入

及

び

海

外

純

投

資

に

分

た

れ

る

-0
こ

こ

に

い

う

消
 

.費
支
出
と
は
、
ラ
ジ
オ
、'、、、
シ
ン
、
蠢

車

の

よ

.う
に
長
年
に
亘
つ
て
そ
の
使 

.用
に
，堪
え
る
耐
久
財
、
，
煙
草
や
食
料
の
よ
う
に
一
©
眼
り
の
使
用
し
か
で
き
な 

:
い
消
: ^
財
：の
両
者
を
含
む
も.の
で
あ
る
が
、
住
宅.の
新
築
購
入
は
民
間
資
本
形 

.

.成
の
中
に
加
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
住
宅
が
典
型
的
な
耐
久
財
で
長
年
月
に
わ
た 

つ
て
使
用
に
堪
え
る
と
と
か
ら
こ
の
よ
う
な
^
類
法
を
と
つ
た
わ
け
で
あ
る 

が
、

.一
般
耐
久
財
を
消
費
支
出
の
中
に
入
れ
た
の
は
、
そ
の
耐
用
年
限
が
ま
ち 

:
ま
ち
で
あ
る
た
め
の

•：

便
宜
的
措
置
に
す
ぎ
な.い
。
又
、
一I

計
算
を
省
く
た
め 

■■
家
計
相
互
間
で
売
貢
さ
れ
た
も.の
は
計
^ '
-
-の
.中
に
含
ま
せ
な
い
し
、
古
着
、
古 

•
道
具
等
の
そ
の
年
の
生
産
物
で
な
い
も
の
.の
購
入
も
計
算
に
入
ら
な
い
。
た
だ 

古
道
具
屋
办
ら
購
入
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
古
道
具
屋
が
提
供
し
た
サ
ー
ビ
ス 

た
け
は
そ
の
年
の
消
費̂
{出
に
計
上
さ
れ
る
。
又
、
貨
幣
の
媒
介
を
伴
わ
な
い 

現
物
取
引
で
も
家
計
の
購
八
に
同
様
に
個
人
消
費
支
出
の
中
に
計
上
さ
れ
る
場 

合
が
あ
る
。.
例

え

ば

農

、が
そ
の
生
産
し
た
食
料
を
自
分
で
消
費
し
た
り
、
住 

込
み
の
女
中
が
現®

与
と
し
て
食
事
を
与
え
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
て
と 

.逆
に
家
計
の
貨
龄
支
出
で
も
消
費
支
出
の
中
に
計
上
さ
れ
る
も
の
と
し
て
よ
、 

遊
学
し
て
い
る
子
弟
へ
の̂
,
資
の
送
金
、
種
々
の
寄
附
金
等
が
あ
る
。

次
に
民
間
資
本
形
成
と
は
日
本
の
胃
に
建
設
さ
れ
た
建
物
や
機
械
の
価
値 

'を
指
し
、
そ
の
所
有
者
が
国
内に
居
住
す
る
と
否
と
高
わ
な
い
。(

日
本
の
商

第 四 表

年 度 脑人消費支出 民間提資 政府1支出 海外純投資

. 昭和5
nvn

10572 963 2116 205
.6 9103 944 2289 190
7 :9504 901 2679 ~  34
8 10186 1390 2878 - 112

9 10610 2284 2965 ― 179

10 10833 2599 3147 . 164
11 .11443 3042 3271 52
12 12809 5039 5469 117
13 13886 5451 7600 - 135
14 16475 7767 8293 558
15 19155 9074 ， 1118 59

. . . 16. 20701 10111 15106 . 一 1011
傚R 挪

- 19421 3331 757 846
22 9151 1991 2483 - 5 3 8

' 23 17411 4942 540B 一 1095
24 22611 5320 6924 -1103
25 24482 7986 • 7223 674
26 . 31283 12579 10542 1004
27 37834 12441 11425 • 18
28 44152 13433 13904 - 1 2 5
29 46903 11687 14070 1302
80 48967. 934 15800 1844

5
. 

2 

4

国
民
経
済
相
互
間
の
経
常
取
引
に
よ
る
収
支
の
差
で
あ 

1

13
1B
る
。
こ
れ
は
単
に
商
品
の
蟹
入
ば
か
り
で
な
く
、
金 

.

. .
.
の
®

入
や
^

^
料
、
'船
賃
等
を
も
包
括
し
た
概
念
で 

1

.

.

あ
る
0
.

大
体
の
推
計
法
は
以
上
の
如
.く
で
あ
る
が
ィ
ン 

I

07
0
;
_ 

フ
レ
の
と
ぎ
は
ど
ぅ
し
て
も̂

^
騰
A

に
よ
る
在
庫
品 

1 

1 

1 

の
永
増
し
的
増
太
の
調
整
が
十
分
に
で
き
な
い
し
、
個 

;

.

)

人
企
業
の
帳
簿
組
織
が
不
完
全
な
た
：め
、
法
人
企
業
の 

33
87
34
'

- 3V
:

投
資
に
比
べ
て
こ
の
部
分
の
数
宇
は
信
頼
度
が
か
な
り 

13
11
.-
'

.
月

，

.

落
ち
る
。

.

.

:

广

it
4
/
■■
'

;.
-
.

第
四
表
の
結
果
を
見
る
と
国
民
総
支
出
は
-1
刖
の
不 

.
2 

3

7.
-

 

0
 

.

祝
時
.花
は
ー
三
〇
億
円
前
後
で
ぁ
：っ
た
.が
、
九—

十
一
'
 

41
5

69
0

89
6

そ

年

で

は

：一
六
七
億
円
と
な
り
、
，賢
は
生
産
施
設
の
破 

.
壊
に
よ
り
生
産
が
急
激
に
低
下
し
た
に
％
:か
：か

わ

ら 

I

丨

.
は

:
ず
、
い
ち
じ
る
し
い
物
価
騰
貴

：

に
よ
っ
て
名
目
的
に
は 

28
29
80
.

年

：

増
大
，し
た
。
し
か
し
こ
，の

德

響

を

除

去

し

て

実

質 

(3
.
,.

額
で
計
算
し
て
見
る
と
、
昭
如
九1
十
一
年
平
均
を
.
一
 

'

.

〇
〇
.と
、し
て
、
五
丨
八
年
の.不
況
時
に
は
八
〇
、'十
三
、 

十
四
年
頃
に
.は
：一
三
一
一
と
そ
の
ピ
ー
ク
に
達
し
、
へ
終
戦
直
後
に
，は

1

削
の
不
況 

期
よ
り
も
三
.割
近
く
下
廻
ら
た
が
、
そ
め
後
次
第1
回
復
1
、
.ニ
十
五
年
は
朝 

鮮
動
乱
に
よ
■る
好
景
気
：の
影
歡
を
受
け
て
、

十
一
年
の
平
均
水
準
に
ま
で 

回
復
じ
た
ァ
し
が
し
と
の
間
に
：わ
が
国
の
総
入
ロ
は
、

1

や
海
外
か
ら
の
引 

揚
げ
、
出
生
数
の
増
珈
等.に
よ
>
.

て
増
大
し
て
い
る.の
：
で

国

民

一

.
人

当

り

の

消

パ

九
.三

(

八

六

：

1
)

.

社
が
海
外
に
亥
店
を
設
け
た
.場
合
に
は
計
上
さ
れ
办
い
。

y

但
し
在
庫
品
の
場 

.

は

居

住

者

主

^

が

と

ら

れ

る

。

こ

の

際

、

数

量

を

.^
、
も

と

し

た

計

算

ガ

行

わ
 

れ
、
#

に
#
^
の
騰*

に
r
る
在
庫
品
増
は
こ
こ
で
は
計
上
さ
れ
な.い
。
：第
，三 

に
政
府
の
財
貨
と
サ
ー
匕
ス
購
入
は
、
.
中
央
政
府
だ
け
で
な
く
、
，地
方
公
共
団 

体

も
含
ま
れ
.る

し

、
国
鉄
ゃ
爾

.々公
社
等
を
も
指
す
。
最
後
に
海̂

^

資
は
'

.

本
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.



'
費
水
準
は
ニ
十
七
年
に
至
っ
て
よ
ぅ
や
く
九
I

ホ
1
.

年

-0
平
均
水
準
に
達
し.た
：
 

の
で
あ
る
。
次
に
.そ
の
構
成
比
率
を
見
る
と
、':国
民
総
支
出
の
：中
で
痼
人
消
費

： 

安
出
の
占
め
る
割
合
は
：昭
和
九
丨
十
一
.年
平
均
で
.は
六
五
％
ほ
ど.で
あ
^
が
、
：
 

不
況
時
に
は
投
資
活
動
が
不
活
潑
な
た
め
、
七
0
%
ぼ
ど
に
上
昇
じ
た
。1
. 

中
は
昭
和
十
.六
年
に
©
五
％
、
.十

九

年

に

は

三

：
六

％

に

压

縮

：
さ

れ

、

九

丨

十

--
*
.

:

年
の
約
三
分
の1

だ
け
消
費
水
準
は'切
り
下
げ
ら
れ
た
。.

C

こ
れ
は
ァ
メ
リ
ヵ 

を
除
く
各
国
と
も
程
度
の
差
は
あ
っ
て
も
共
通
の
現
象
と
し
て
見
ら
れ
る
と
こ 

ろ
で
お
る
。V
終
戦
と
と
も
に
ご
の
压
カ
が
解
か
れ
た
が
生
産
水
準
が
低
下
し 

人

口

が

増

加

し

た

.
た

め

、

一
人
当
り
消
費
水
準
は
十
九
ヰ̂
下
と
な
っ
た
。
そ 

の
後
経
済
の
回
復
忆
つ
れ
て
そ
の
比.率
は
漸
次
低
下
し
た
が
、
ニ
十
七
年
度
に 

は
一
人
当
り
水
準
は1

削
：に
戻
っ
た°.
国
内
民
間
投
資
の
占
め
る
割
合
は
不
況 

期
に
は
七
^

削
後
に
す
ぎ
な
か
った
が
、
力

ー

ナ

一

年

頃

に

は

一

.六

％
畠
胄
に 

上
昇
し
た
。
更
に
戦
時
経
済
へ
の
突
入
に
よ
り
一
一
三
％
に
達
し
た
が
.、
戦
災
に 

よ
っ
て
動
力
部
門
は
兰
割
、

H

作
機
械
は
約
四
分.の
一
、
自
動
車
エ
業
で
は
五. 

割
が
破
壊
さ
れ
、.他
方
に
ぉ
い
て
戦
災
釔
蒙
む
る
と
と
吖
少
な
か
.っ
た
繊
維
エ 

業
等
も
戦
時
中
に
そ
の
設
備
の
消
耗
に
対
す
る
補
填
を
行
わ
な
か
っ
た
た
め
，、 

終
戦
直
後
は
こ
れ
等
の
復
旧
の
た
め
莫
大
な
投
資
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し 

か
し
当
時
は
消
費
財
の
需
要
が
い.ち
じ
る
し
か
っ
た
た
め
、
ニ
十
五
、
六
年
の
朝 

鮮
動
乱
に
よ
る
好
況
時
に
な
って
よ
ぅ
や
く
-:
四
.
三
％
と
1

削
1

を
通
じ 

て
最
高
の
比
率
を
示
す
に
至
っ
た
。
第
三
に
政
府
吏
出
の
占
め
る
割
合
を
見
る 

と
九—

十
一
年
に
は
約.一
九
_
%
で

あ

っ

た
が
、
殳
¥
洋
1

が
始
ま
っ
た
年
に 

は
三
四
％
、
昭
和
十
九
年
に
は
四
ニ
％
に
達
し
、
個
人
消
費
支
出
削
減
の
原
因

九

四

(

八
六
ニ)

と
な
っ
た
。
こ
の
割
合
も
終
戦
直
後
は
半
減
し
た
が
、
.広
汎
な
経
済
統
制
や
国 

土
復
興
に
.要
す
る
多
額
の
公
共
投
資
、
更
に
終
戦
処
理
費
等
を
栗
し
た
た
め
ニ 

塑
刚
後
に
及
ん■で

い

た

ァ

わ

か

ー

し

ド

ッ

-
ジ

ー

ラ

イ

ン

実

施

後

に

は

若

干

低

下

し
 

，
て
、：
、ほ.ぼ
九
丨
十
：一
年
頃.の
割
合
と
な
っ
た
。

l
g

の
不
祝
期
に
は
地
方
財
政 

の
占
め
る
割
合
は
全
財
政
支
出
の
約
四
割
程
度
で
あ
っ
た
が
、
第
一
ー
夂
カ

'¥1
申 

.
に
は
中
央
_

の
支
出
が
九
割.ほ
：ど
に
な
っ
た
が
一

I

十
四
年
に
は
九
丨
十
一
年 

と
ほ
ぼ
同
：

1

の
割
合
に
戻
っ
た
。
更
に'ゾ
ャ
ゥ
プ
勧
告
の
実
施
奴
来
、
.地
方
財 

'
政
の
ゥH

イ
ト
は
漸
増
し
つ.つ
あ
る
。
最
後
に
海
外
投
資
に
つ
い
て
見
る
と
九 

—

十
'一
年
頃
は
零
に.近
か
っ
た
が
、
戦
争
の
進
展
と
共
に
そ
の
赤
字
が
増
大
し
、

へ
終
戦
直
後
に
は
軍
需
は
な
く
な
っ
た
が
、
人
口
増
大
の
.た
め
の
食
料
輸
入
の
必 

/:
要
が
生
.じ
た
.上
：に
船
舶
の
喪
失
に
ょ
っ
て
運
賃
収
入
が
’な
く
な
.っ
.た
た
め
、
一一 

十

一

丄一

十
三
年
に
は
空
前
の
赤
宇
に
な
づ
た
。
し
か
し
朝
鮮
動
乱
识
後
黒
字 

に
転
.じ
、
二
十
九—

三
十
年
.に
は
か
な
り
：の
黒
字.に
'な
っ
_'た
。

.

.

.

.

.
ソ
こ
め
：こ
と
を
別
の
面
が
ら
見
た
の
が
第
一
表
の
㈣
以
ア
の
撕
で
あ
る
。(1
5

)
の 

一
国
民
所
得
の
申
で
、
法
人
の
内
部
留
保
に
な
っ
た
り
、官
公
事
業
.の
所
得
に
な
る 

部
分
ば
個
人
所
得
に
は
転
化
し
な
い
か
ら
：除
外
さ
れ
る
。
反
搿
に
、
：
各

@:
の
保 

.
険
金
、
恩
給
、■生
活
保
護
費
、
：赤
字
公
債
の
刺
子
等
の
振
替
支
出
は
、
個
人
の 

.
提
供
し
た
財
貨
と
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
以
上
に
支
私
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、 

個
人
所
得
と
し
て
加
算
さ
れ
る
。
食
糧
の
価
^

金
、
損
失
補
償
金
等
の
補 

.
助
金
も
同
様
で
あ
る
。
わ
が
国
経
済
の
近
代
化
は
明
治
維
新
尨
来
、
政
府
の
促 

-
進
奨
励
.に
ょ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
た.め
、
：
財
政
の
占
め
る
役
割
は
諸
外
国 

一
に
比
べ
.て
大
き
か
っ
た
が
、
、
.特
f
c
戦
時
中
は
軍
需
に
よ
る
消
費
的
支
出
が
い
ち
.

じ
る
し
く
膨
脹
し
た
。
し
か
し
終i

は
軍
の
解
体
に
よ
つ
て
九
丨
十
一
年
水 

準
の
約
半
分
に
減
少
し
た
。
又
、
振
替
支
出
は
総
財
政
支
出
の
約
一
割
を
占
め 

て
い
た
が
、.'こ
の
植
の
支
出
は
ィ
ン
フ.レ
に
謝
す
る
適
応
力
が
弱
く
、
昭
和
一

一 .  

十
二
年
に
は
三•

ニ
％
に
減
少
し
た
が
、
そ
の̂
#
会
保
障
制
度
の
拡
充
に
よ.
 

つ
て
ニ
ナ
セ
申
胄
に
は
一
一
，
四
％
に
達
し
た
。
財
政
収
入
の
中
心
は
租
税
で 

あ
る
が
、
昭
和
五
年
に.は
直
接
税
の
財
政
収
入
に
占
め
る
割
合
は
三
一
了
九
％ 

で
あ
つ
た
が
、
そ
の
^
it
力
の
一
.途
を
迪り
、
十
九
年
に
は
六
〇
％
と
.な
つ 

た
。
終
囊
は
法
人
企
業
の
活
動
が
停
滞
し
：た
故
も
あ

つ

て

、

ーー±

ー
ー
_年

頃

ま
 

で
は
間
i

の
比
重
が
増
大
し
た
が：'
，そ

の

後

逆

転

し

、
，
一

一

十

七

年

に

は

直

接 

税
四
四
.
八
％
、
間
接
税
四
五•

五
％
と
.な
つ
た
。
こ
れ
を
九
丨
十
一
年
と
比 

軟
す
る
と
直
接
税
の
比
率
が
か
な
り
高
い
こ
と
が
解
る
。
法
人
の
内
部
留
保
と 

個
人
貯
蓄
の
和
が
国
民
総
貯
蓄
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
企
業
の
投
資 

活
動
に
対
す
る
資
金
の
供
給
を
裏
付
け
し
、
■こ
の
額
が
投
資
に
及
ば
な
け
れ
ば；.
 

日
銀
の
通
貨
増
発
と
な
る。.
，

''
 

,

最
後
に
産
業
別
国
民
所
得
の
構
成
を
見
よ
ぅ
。'
 

こ
こ
で
い
ぅ
農
業
と
は
田
畑 

..の
生
産
物
だ
け
で
な
く
、
農
家
の
自
家
消
費
用
の
生
産
物
、
官
公
事
業
の
農
産 

品
、
小
作
料
、
農_
労
働
者
の
賃
金
等
を
も
含
ん
で
い
る
。
戦
前
に
.つ
い
て
見

る
と
、
農
鉢
水
産
業(

第
-
次
産
業)

の
構
成
比
は
五
年
の
一
六

•

九
％
か
ら 

.漸
次
上
昇
し
て
十
四
年
に
は
ニ
四.ニ
ー
％
と
な
っ
た
。S

一一
 
次
^
B

は
こ
れ
と 

対
照
的
に
六
年
の
五
六
，
一%
か
ら
漸
次
減
少
し
、
十
五
年
に
は
三
九•九
％ 

に
ま
で
^

ち
た
.。
第
一
一
双̂

P5
は
五—

七

年

の

不

況

時

に

は

一

一

六

丄

一

セ

％

で 

.
あ

っ

た

が

、

八
.年

以

降

上

界

の

」

途

を

迪

り

、

十
-/
\

年

に

は

泗

 

一
.'
三

％

に

達 

し
た
。
終戦と共は一変し

c

«

矶
に
は
第
ヨ
双
罾
業
の
比
率
が 

最
も
高
か
づ
た
の
に
、
一
一
ナ
ー
年
に
は
第
一
次
部
P5
の
比
率
が
最
高
と
な
り
三 

八
..

>\
%

に
達
し
た
が
、
そ.の
後
、
経
済
の
復
興
と
共
に
一
一
十
七
年
に
は
第
一 

次
部
門
の
比
率
はU

三
•
六
%

と
十
三
、
四
年
頃.の
比
率
に
戻
り
、
第
二
次
部 

門
も
三
〇
.
九
％
に
ほ
ぽ
汍
丨
十.一
：
年

の

比

率

に

戾

っ

た

。
.
第

三

次

産

業

は

一

一 

:
十

I

年
の
三
四
‘
九
.％
.か
ら
漸
増
し
て
二
十
七
年
に
は
四
五•七
％
に
達
し
た。
.
 

こ
れ
を
外
国
と
比
較
す
る.と
、
■
戦
前
に
お
い
て
は
わ
が
国
は
農
業
部
門
の
比
率 

も
か
な
.り
高
が
っ
た
が
、
工
業
部

S
：

の
地
位
も
又
、
諸
外
国
に
比
べ
て
そ
れ
ほ 

V

ど
劣
る
も
の
で
は
な
か
つ

.た
。
し
か
し
一
九
五
二
年
の
状
態
を
見
る
と
諸
外
国 

に
お
け
る
工
業
化
のV
ち
じ
る
し
い
進
展
に̂

し
、
わ
が
国
の
み
、
依
然
と
し 

，
て

農

業

部

£
!

の
地
位
の
極
め
て
高
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

-

-
-
完

—

I

本
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経
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ソ
.
'
_
:
:
九五乂
八六三

V 

、


